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　　　　　　　　　　　　　もう一つ私の心に響いた歌と演奏があります。そ
　　　　　　　　　　　　れは10月22日（土）に本校で行われた「冀北学園の
　　　　　　　　　　　　つどい」で聴いた３小学校（倉真小、西郷小、城北
　　　　　　　　　　　　小）の児童のみなさんの歌と、本校３年１組の合唱
　　　　　　　　　　　　そして吹奏楽部の演奏です。
　　　　　　　　　　　　　各小学校の合唱では、歌はもちろんのこと、振り
　　　　　　　　　　　　付けや言葉の一言一言がとても堂々としていて、た
　　　　　　　　　　　　くさん練習をがんばってきた様子が伝わりました。
                        どの小学校の発表も元気いっぱいで、聴いていた自
分も自然と笑顔がこぼれました。中学生の合唱は「北斗祭」で最優秀賞をとっ
た３年１組が披露してくれました。当日は高校の体験入学等が重なってしま
い、学級全員が揃っての合唱ではなかったのですが、いない友達の分もがんば
ろうという思いが歌っている姿から伝わっ
てきました。会場にいた小学生もお兄さんやお
姉さんの歌声はとても大人っぽく壮大に聴こえ
たことでしょう。
　最後は本校の吹奏楽部の演奏です。演奏した
曲どれも大変素晴らしかったのですが、中でも
一番感動したのは「故郷」でした。この曲を聴
きながら「この冀北の地で育った子どもたち。
将来大人になって再びこの掛川の地に戻り、故
郷のためにがんばってくれるといいなぁ。」と
願いました。

泰山北斗
心に響いた感動の秋　～２つの音楽発表から～

　この10月、ふたつの音楽発表会からたくさんの心に響く感動をいただきまし
た。「音楽っていいなぁ」、「北中学校っていいなぁ」、「冀北学園っていい
なぁ」とそう思えた、温気和らぐ秋の発表会でした。　　　校長　城下　俊介

　Even if it isn't seen, a wind is going around a windmill.
　I'm appealing even if the music isn't seen, I begin to whisper.

　いきなり英語でかっこよく書いてみました。とは言ってもネットで検索をし
て調べたものですが、この言葉はドイツの作曲家バッハの言葉です。

　日本語に訳すと「風は目に見えなくても風車を回す。音楽は目に見えなくて
も心に響いてくる。」となります。

　これは今年度の「北斗祭」の開会式の中で生徒た
ちにも紹介した言葉です。今年度の「北斗祭」は10
月５日（水）学習センターにて実施しました。コロ
ナの影響でなかなか全校生徒全員が揃って合唱を披
露することができませんでしたが、今年度３年ぶり
に開催できたことを大変嬉しく思います。
　当日は１年生から順番に合唱を披露してくれたの
ですが、どのクラスの合唱も大変素晴らしく「感動」
の一言でした。どの生徒もとても真剣で、そしてとても良い表情で、本当に一
生懸命に歌を表現しています。歌い終わってステージから降りてくる生徒たち
のホッとした表情も大変印象的でした。あらためて北中学校のパワーを感じま
した。バッハの言葉ではありませんが「北斗祭」で聴いた合唱はまさに私の心
に響きました。



「冀北集会　10/11」

「キャリア教育　10/12」

＜１年生　事業所別職業講話＞ ＜２年生　職業講話＞ ＜３年生　大学学部調べ発表会＞

「後期生徒大会　10/25」

【11月の教育活動】

※学校の様子は「ｅじゃん掛川」に掲載しています。北中ホームページの「北中ニュース」から
　も入れます。是非御覧ください。

第４ステージ　スタート
「深化」のステージ　10／11～12／23

これまでの取組を振り返り、さらに向上させようとする気持ちを高める

　第４ステージの冀北集会は、テレビ放送を活用
し、各学級にて視聴しました。
　「深化」のステージである第４ステージは、キャ
リア教育や定期テスト、新入生説明会、三者面談な
ど、たくさんの行事が予定されています。
　自己や学級等の目標実現に向けて、生活や学級、
授業への取り組みを向上させていきましょう。

　生徒大会を各教室でのテレビ視聴形式で行いまし
た。内容は、「生徒会長の話」「前期生徒会活動報
告」「生徒会本部・専門委員会年間活動計画」「質
疑応答・承認」「校長先生のお話」でした。
　新生徒会がスタートしました。スローガンである
「創造」の具現化に向けて全生徒で生徒会活動を盛
り上げていきましょう。


